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第９１号

「大人になることは夢をすて、現実を見つめることだと思っていた。」

「夢があるから現実が見られるのだ。」

「みんなが夢ばかり追いかけていては、この世は成り立たなくなってしまう。」

「私は王様の世界より、人間の世界の方がスバラシイこともあると思った。人間には努力で積

み重ねていくものがあるからだ。子どものころから培ってきたものは、何ものにも勝る財産

だと思うからだ。」

小保方晴子さんをリーダーとする研
お ぼ か た は る こ

究チームが、「ＳＴＡＰ細胞」を開発し

たというニュースは、３０日付けの新

聞・ニュースで大きく取り上げられた。

その後も続報が続いているので、みん

なも知っていることでしょう。（Ａ組の

学級通信でも、詳しく紹介されていま

した。）専門用語がたくさん出てくるの

で、理解することはなかなか難しいと

思いますが、画期的な研究・発見だと

いうことは伝わっているはずです。

上と裏面に、小保方晴子さんが中学

校２年生の時に書いたという読書感想

文の一部を紹介しました。子どもから

大人になる過程での心の葛藤があらわ

されています。しかし、こういった葛

藤があったからこそ、何度も何度も失敗しながらもあきらめずに頑張り続けることができたの

ではないでしょうか。思春期の今、様々なことに悩むことは当然ですし、悩み考えることが、

自分自身を成長させていくことにもつながります。

「ＳＴＡＰ細胞」・小保方晴子さんについて

1月29日、理化学研究所発生・再生科学総合研究セ

ンター（神戸市）の研究チーム（研究ユニットリーダ

ー・小保方晴子さん）が「体細胞の分化状態の記憶を

消去し初期化する原理を発見」したと発表。「刺激惹

起（じゃっき）性多機能性獲得（STAP＝スタップ）細

胞」という。これは「細胞外刺激による細胞ストレス」

によって、動物の体細胞の分化の記憶を消去し、万能

細胞へと初期化させる方法。これは2012年にノーベル

賞を受賞した山中伸弥さん（京大教授）が作製したiP

S細胞（人工多能性幹細胞）とは異なるアプローチで

体細胞の万能細胞化を実現

させた画期的な手法。「分化

した細胞は変化しない」と

いう常識を覆した。

【本との出会い】
今回、小保方さんが出会った本は、「ちいさなちいさな王様」（アクセル・ハッケ作）でした。

たった一冊の本でも、自分の人生に大きな影響を与えることもあります。また人生とは言わな

くても、自分自身の日々の生活の何かのヒントになったり、勇気を与

えてくれたりすることもあります。先生自身も時間のある限り、様々

なジャンルの本を読むようにしています。勉強や部活など忙しいとは

思いますが、ちょっと意識的に時間を生み出して、いろいろな本に出

会ってみましょう。考えが深まったり、新しい発見をしたりすること

もありますよ。



１月３１日（中日新聞）


